
第 27回番組審議会 審議議事録 

 

１．開催日 令和元年 11月 7日（木）18時～19時 

２．開催場所 タスパークホテル 絣（山形県長井市館町北 6-27） 

３．委員出席 委員総数 ：6名 

   欠席委員 ：0名 

   出席委員 ：番組審議委員会副会長  齋藤 喜内 

番組審議委員   谷澤 秀一 

番組審議委員   塚田 弘一 

番組審議委員   寺嶋 宏武 

番組審議委員   村田 裕子 

放送事業者側出席   黒澤 栄（代表取締役） 

     高石 仁光 

 

４．議題 

（１）代表者挨拶 

（２）御審議 

（３）その他 

 

５．議事の概要 

（１）開会 

（２）御審議 

①経過報告 

②令和元年 4月からの振り返り 

・4月改編から現在まで 

・エリア拡大となった飯豊町について 

・台風 19号の際の対応について 

 ③番組内容、構成、その他、全般について 

 ④閉会 

 



６．審議内容 

    

②②②②令和元年令和元年令和元年令和元年 4444月からの振り返り月からの振り返り月からの振り返り月からの振り返り    

 

（齋藤副会長） 

飯豊町も新たに放送エリアに加わり、新たな情報も増え、幅広い放送になった気がしてい

る。飯豊町のリスナーからの反応はどのような感じか。 

 

（高石） 

新たに飯豊町の番組「いいでぃず」のコーナーが始まり、（飯豊町の）知っている人が出

るため大変面白いとの声を頂いている。飯豊町の中津川地区の水没林の PRにラジオが役

立ったとの意見も頂いた。 

 

（寺嶋委員） 

防災ラジオ機器が、緊急放送試験（Jアラート試験等）の割り込み放送の際にいきなり最

大音量で起動するので、ドキッとする。放送前に合図が入るとか音量が徐々に上がってい

く等の工夫が出来ないものか。 

 

（高石） 

防災ラジオ機器は有事を知らせる放送のため、最大ボリュームでの起動となる。すでに起

動してラジオを聴いている場合にはボリューム調整が可能。 

 

（黒澤） 

いまだに防災ラジオ機器を設置していない家庭もある。先の台風 19号の発生後に防災ラ

ジオ機器を導入した人もいるそうだ。今後は更なる普及に努めたい。 

また、避難勧告が発令された際にスムーズに呼びかけられるように社内の体制を整えるこ

とが必要だと感じた。 

 

（寺嶋委員） 

今回の台風 19号で、夜中に特別放送をしていたが、台風が一段落したためか、一旦放送

を終了していた。翌朝の最上川氾濫の避難勧告が発令された時点まで特別番組を放送して

もよかったのではないか。 

 

（齋藤副会長） 

防災の役割のあるラジオ局なので、役に立つ放送をこれからも期待している。また、防災

ラジオ機器の普及にも努めて欲しい。 



③③③③番組番組番組番組内容、構成内容、構成内容、構成内容、構成、、、、その他その他その他その他、、、、全般について全般について全般について全般について    

 

（谷澤委員） 

飯豊町にも放送エリアが広がったが、飯豊町からも審議委員を加える予定はあるのか。 

 

（高石） 

社長とも相談しているが、飯豊町からも審議委員の方をぜひメンバーに加えたいと思って

いる。良い方がいれば推薦頂きたい。 

 

（塚田委員） 

造詣があって考えを持っている人を役場から推薦してもらうのが良いのではないか。 

 

（谷澤委員） 

スポンサーのことを考えると商工会から出てもらうのも良いのでは。 

 

（齋藤副会長） 

役場関係の人と商工会関係の人、二人を加えればバランスが良いのではないか。 

 

（黒澤） 

審議会に出席してもらえる人を、性別や年代のバランスも考えて選定していきたい。 

 

（齋藤副会長） 

4 月からの新しい番組の内容や構成があれば紹介して下さい。 

 

（高石） 

番組スポンサー獲得を想定して新番組を制作している。YBC ラジオでも帯番組を持ってい

る庄司紗千さんの番組が人気もありスポンサーを得やすいのではないかと思う。また、宇

山基道さんの番組も好評。アーティストを応援する意味でも 1年スパンでのスポンサー獲

得が目標。 

 

（寺嶋委員） 

細かい指摘だが、ラジオを聴いていて気付いた点を。 

朝の番組では、新鮮な情報を聴きたいのに再放送が流れるのは何とかならないのか。朝は

フレッシュな気持ちで新鮮な情報を聴きたい。 

たまたま台風情報をパーソナリティが話しているのを聴いた時に台風情報なのに明るく伝

えていたのが気になった。情報によって話すトーンを変える等の工夫して欲しい。 



（村田委員） 

若い人にもっとラジオを聴いてもらえるよう社長や高石さんにはもっと前面に出ておらん

だラジオの活動を PR して貰えたら良いと思う。 

 

（高石） 

中学生や高校生のボランティアが、自発的に公開生放送の際に手伝いをしてくれるように

なってきた。もっともっと外に向けておらんだラジオの魅力を PR して行きたい。 

 

（塚田委員） 

産業博の公開生放送の時に私もインタビューを受けたが、それを聴いて同級生が会場まで

会いに来てくれた。色々な人が聴いてくれているんだなと体感できた。パーソナリティも

レベルが上がってきて、様々な質問をして聴いている人を飽きさせないなと感じた。 

 

（谷澤委員） 

おらんだラジオ 5周年のミュージックフェスは、大変楽しみにしている。私も当日行きた

いと思っている。 

 

（黒澤） 

一般のリスナーさんに楽しんで貰いたいという思いで、フェスを企画した。成功するかど

うかはわからないが、精一杯のおもてなしをしたいと思う。 

 

 

 

７．審議会の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

  ・特になし 

 

８．審議会の意見の概要の公表 

公表方法：自社ホームページへの掲載 

公表内容：本議事録 

公表年月日：令和年 11月 14日（木） 

 

９．その他の事項 

次回の放送番組審議会日程について 

・審議会の回数は四半期に 1回 

・第 28回放送番組審議会 日程は後日 

 開場 未定 


